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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
本
紙
掲

載
の
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
、
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

！

美
し
く
咲
き
誇
る桃



　
誘
引
物
の
除
去
や
廃
棄
物
の
処
分
、
共

有
地
の
刈
り
払
い
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

な
ど
、
地
域
の
課
題
と
出
没
対
策
の
課
題

が
重
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
一
人
一
人
の
対
策
に
加
え
、
自
治
会
な

ど
地
域
全
体
で
出
没
対
策
を
行
う
と
非
常

に
効
果
的
で
す
。

◯
出
没
マ
ッ
プ
の
作
成

　
集
落
内
の
出
没
箇
所
や
被
害
発
生
箇
所

の
情
報
を
持
ち
よ
り
、
自
治
会
内
で
共
有

し
ま
す
。

◯
集
落
環
境
診
断
の
実
施

　
専
門
家
を
招
き
、
ク
マ
の
生
態
や
被
害

の
要
因
に
つ
い
て
学
び
、
出
没
の
危
険
性

や
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
意
識
を
共

有
し
ま
す
。

�

◯
出
没
対
策
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
、
専
門
家
や

県
・
市
担
当
者
と
共
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
、
行
政
へ
の
要
望
や
必
要
な
対
策

の
実
施
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

◯�

取
り
決
め
に
基
づ
い
た
対
策
の
実
施
と

実
績
の
検
証

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
取
り
決
め
た
対
策

を
実
施
し
、
期
間
終
了
後
に
実
績
を
振
り

返
り
ま
す
。
新
た
な
意
見
や
改
善
点
を
翌

年
以
降
の
対
策
に
つ
な
げ
ま
す
。

身
の
回
り
や
行
動
範
囲
の
点
検

　
周
囲
に
、
桜
や
桑
、
栗
、
ど
ん
ぐ
り

な
ど
、
ク
マ
の
餌
と
な
る
実
が
な
る
木

が
な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

し
げ
み
や
木
か
ら
距
離
を
取
っ
て
歩
く

こ
と
が
で
き
る
か
確
認
し
、
危
険
が
潜

む
場
所
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

・
通
り
道
に
な
り
や
す
い
場
所

　

�

川
沿
い
、
茂
み
、
暗
が
り
、
誘
引
物

ま
で
の
直
線
距
離
な
ど

・
逃
げ
込
み
や
す
い
場
所

　

�

木
の
上
、
暗
が
り
、
藪
、
林
の
中
、

小
屋
な
ど

身
近
に
あ
る
危
険�

ク
マ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
市
街
地
等
出
没
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル�

誘
引
物
を
徹
底
的
に
除
去

　
廃
棄
野
菜
や
油
類
、揮
発
性
の
薬
剤
、

ぬ
か
や
漬
物
、
味
噌
な
ど
の
発
酵
物
は

ク
マ
を
呼
び
寄
せ
ま
す
。
廃
棄
物
な
ど

は
、
匂
い
が
全
く
出
な
い
よ
う
適
切
に

管
理
す
る
か
、
必
要
が
な
い
場
合
は
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

出
没
情
報
を
入
手
し
て
活
用

　
ク
マ
は
、
時
期
に
よ
り
居
場
所
の
傾

向
が
変
わ
り
ま
す
。
出
没
情
報
な
ど
に

よ
り
、
時
期
ご
と
に
出
や
す
い
場
所
や

時
間
帯
な
ど
を
把
握
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
近
年
、
市
街
地
付
近
に
お
け
る
ク
マ
の
目
撃
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
ク
マ
は
人
の
生
活

圏
に
入
り
込
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
、
市
街
地
に
出
没
し
た
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
人
身
事

故
が
２
件
発
生
し
て
い
ま
す
。　

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
街
地
な
ど
、
身
近
な
場
所
に
ク
マ
が
出
没
し
た
と
き
に
、
市
を
は
じ

め
対
応
に
あ
た
る
関
係
機
関
な
ど
の
行
動
指
針
を
定
め
た
「
鹿
角
市
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
市
街
地

等
出
没
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
今
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

市
街
地
で
ク
マ
が
目
撃
さ
れ
た
場
合
の
関
係
機
関
の
対
応

日
頃
か
ら
備
え
ま
し
ょ
う

地
域
ぐ
る
み
で
対
策

クマは、狭い暗がりに逃げ込む傾向がありま
す。小屋などは、出入口を塞いで侵入できな
いようにしましょう。足跡や痕跡がある時は、
再度出没されないよう直ちに対策が必要です。

自治会などでの取り組みに対する支援
農林課
　クマの生態や出没対策などに関する勉強会の開催
農林課・県自然保護課
　クマ対策への合意形成のためのワークショップの開催
　秋田県水と緑の森づくり税事業を活用したクマ対策
　クマ対策のための緩衝帯の設置と事業実施活動支援

クマは突然飛び出してくることがあります。

周
辺
へ
の
お
知
ら
せ

・�

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
や
広
報
車
、

ラ
ジ
オ
放
送
、
連
絡
網
な
ど
で
状
況

を
お
知
ら
せ
。

・�

区
域
内
の
公
共
施
設
の
管
理
者
や
自

治
会
長
へ
緊
急
連
絡
。

人
身
事
故
を
防
ぐ
た
め
に　

・�

車
両
と
人
の
移
動
を
一
時
制
限
。

・�

ク
マ
の
動
き
に
合
わ
せ
て
警
戒
区
域

を
随
時
設
定
。

警
戒
区
域
の
設
定　

　
状
況
に
応
じ
て
、
ク
マ
に
よ
る
人
身

事
故
が
発
生
す
る
危
険
性
が
極
め
て
高

い
範
囲
を
「
警
戒
区
域
」
に
設
定
し
ま

す
。
警
戒
区
域
は
、
主
に
自
治
会
な
ど

の
範
囲
で
設
定
し
ま
す
。

ク
マ
に
よ
る
外
傷
は
、
顔
や
額
、
頭

の
前
側
に
負
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
ク

マ
が
襲
い
掛
か
っ
て
き
た
時
は
、
両
腕

で
顔
を
囲
う
よ
う
に
構
え
て
背
を
丸

め
、
顔
面
と
腹
部
を
守
り
ま
す
。
地
面

に
う
つ
伏
せ
に
な
る
と
き
は
、
首
の
後

ろ
で
手
を
組
ん
で
首
を
守
り
ま
す
。

屋
内
退
避
の
注
意
点

・�

透
明
な
ガ
ラ
ス
戸
は
、
板
や

カ
ー
テ
ン
な
ど
で
塞
ぎ
、
室

内
が
見
え
な
い
よ
う
に
す

る
。

・�

窓
際
や
壁
際
か
ら
な
る
べ
く

距
離
を
と
る
。

・�

防
災
メ
ー
ル
・
ラ
ジ
オ
放
送

な
ど
が
受
信
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

緊
急
時
の
行
動

昨年 11 月には、大湯の市街地にク
マが出没し、3 人が次々に襲われま
した。

散策路で栗の実を拾って食べるクマ

鹿角きりたんぽＦＭ提供問 

農
林
課 

農
地
林
務
班

　

 

☎
30
‐
０
２
４
６

　
・
現
場
に
は
決
し
て
近
づ
か
な
い
。

　
・
屋
内
や
車
内
に
入
り
、
出
入
口
を
封
鎖
・
施
錠
す
る
。

　
・ 

ク
マ
が
襲
い
か
か
っ
て
き
た
時
は
、
防
御
姿
勢
を
と
る
。

通報を受ける通報を受ける

警戒区域設定警戒区域設定

屋内退避屋内退避
自己防衛自己防衛

周辺へ周辺へ
お知らせお知らせ

防災メール防災メール
配信配信

クマ出没注意

2020年 6月号3 KAZUNO CITY 2020年 6月号 2KAZUNO CITY



鹿
角
家

　
本
市
が
「
関
係
人
口
」
づ
く
り
の
取

り
組
み
と
し
て
始
め
た
「
鹿か
づ
の
け
角
家
」
が

３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
関
係
人
口
」
と
は
、
観
光
に
訪
れ

る
交
流
人
口
で
も
な
く
、
移
住
し
た
定

住
人
口
で
も
な
く
、
都
会
な
ど
に
暮
ら

し
な
が
ら
地
域
に
関
わ
り
続
け
る
人
た

ち
で
す
。

・
地
域
の
特
産
品
を
買
っ
て
い
る

・
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
る

・�

都
会
で
地
域
の
情
報
を
発
信
し
て
い

る
・�

頻
繁
に
地
域
に
訪
れ
て
い
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り
方
で
地
域

の
力
に
な
る
人
々
を
関
係
人
口
と
呼
び

ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
本
市
出
身
者
や
縁
の

あ
る
方
、
田
舎
を
持
ち
た
い
都
会
の
方

な
ど
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど

の
移
住
は
す
ぐ
に
出
来
な
い
け
れ
ど
、

「
鹿
角
市
」
に
深
い
愛
着
を
持
ち
、
鹿

角
を
想
っ
て
行
動
し
て
く
れ
る
方
々
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
誕
生
し
た

の
が
「
鹿
角
家
」
で
す
。
主
体
的
に
運

営
す
る
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
づ
の

c

ク
ラ
ッ
シ
ィ

lassy

で
す
。

　

関
係
人
口
を
大
き
な
家
族
と
み
な

し
、県
外
か
ら
募
っ
た
会
員
を
「
家
族
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。今
年
5
月
現
在
で
、

「
家
族
」
は
１
９
５
人
を
数
え
、
首
都

圏
在
住
者
が
6
割
を
占
め
ま
す
。
本
市

出
身
者
だ
け
で
な
く
、
移
住
体
験
ツ

ア
ー
や
フ
ェ
ア
な
ど
の
参
加
者
、
仕
事

な
ど
で
鹿
角
に
縁
が
あ
る
方
な
ど
か
ら

も
多
く
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
年
齢
層
も
20
代
か
ら
40
代
の
登
録

が
多
い
中
、
10
代
か
ら
80
代
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
が
お
り
、
ま
さ
し
く
大
家
族

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鹿
角
家
で
は
、
毎
年
、
首
都
圏
で
の

交
流
会
「
家
族
会
議
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
毎
回
、
満
員
と
な
る
ほ
ど
の
家

族
が
参
加
し
、
実
家
で
あ
る
鹿
角
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
や
お
互
い
の
近
況
報

告
の
ほ
か
、
過
去
に
は
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
と
な
る
「
家
紋
」
や
最
低
限
の
ル
ー

ル
と
な
る
「
家
訓
」
な
ど
を
決
め
て
き

ま
し
た
。

　
今
、
鹿
角
家
で
は
、
都
会
に
住
む
家

族
が
、
鹿
角
に
よ
り
主
体
的
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
「
関
わ
り
し
ろ
」
を
発

掘
し
、
発
信
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
家

族
の
ス
キ
ル
と
地
域
の
課
題
な
ど
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
地
域
づ
く
り
の

新
た
な
担
い
手
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
で
、
お
祭
り
や
地
域
行
事
へ

の
主
体
的
な
参
加
や
ア
イ
デ
ア
の
募
集

な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
、
農
作
業
の
手
伝
い
か
ら
交
流
が

生
ま
れ
、
定
期
的
に
本
市
へ
訪
れ
る
家

族
や
、
首
都
圏
で
行
う
物
産
展
を
手
伝

う
家
族
、
移
住
ツ
ア
ー
で
交
流
し
た
事

業
者
へ
自
身
の
ス
キ
ル
を
使
い
チ
ラ
シ

を
作
成
す
る
家
族
な
ど
、
複
数
の
マ
ッ

チ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
関

わ
り
し
ろ
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

か
づ
のclassy

の
メ
ン
バ
ー
が
地
域

な
ど
を
回
り
、
情
報
を
集
め
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

鹿
角
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
て

も
、
鹿
角
に
深
い
愛
着
を
お
持
ち
の
方

が
身
近
に
お
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
鹿
角

家
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。（
市
外
在

住
者
に
限
り
ま
す
）

問 

政
策
企
画
課 

鹿
角
ラ
イ
フ
促
進
班 

    

☎
30
‐
０
２
０
８

　
移
住
者
の
定
住
に
向
け
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
を
目
的
に
、
移

住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
ら
が
中
核
と
な

り
市
民
団
体
と
と
も
に
設
立
し
た
団

体
が
か
づ
のc

ク
ラ
ッ
シ
ィ

lassy

で
す
。「
鹿
角

家
」
の
運
営
主
体
で
あ
り
、
市
の
移

住
事
業
の
委
託
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
毛
馬
内
下
小
路
の
国
道
沿
い
に
面

し
た
築
１
４
０
年
を
超
え
る
古
民
家

に
事
務
所「k

ケ

マ

ケ

マ

em
akem

a

」を
設
け
、

移
住
や
定
住
に
関
す
る
移
住
相
談
窓

口
を
平
日
を
中
心
に
開
設
し
て
い
ま

す
。
近
所
の
方
が
古
民
家
見
学
と
し

て
訪
ね
て
く
る
こ
と
や
、
法
人
の
会

員
、
市
民
が
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
相
談

に
来
る
こ
と
も
多
く
、
移
住
者
に
限

ら
ず
た
く
さ
ん
の
住
民
が
集
い
、「
い

つ
で
も
誰
か
に
出
会
え
る
賑
わ
い
交

流
拠
点
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
角
家
の
取
り
組
み
に
お
い
て

は
、
家
族
の
実
家
（
交
流
拠
点
）
と

し
て
、
帰
省
な
ど
を
し
た
際
の
立
ち

寄
り
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
末
年
始
に
は
年
越
し
と

し
て
、
そ
ば
打
ち
や
餅
つ
き
な
ど
を

し
た
り
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
い
る

家
族
向
け
に
、
い
ち
ご
狩
り
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
花
火
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
やkem

akem
a

の
見
学
は
、
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で

す
。　

　
活
動
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
会

員
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
づ
のclassy

☎
０
９
０
‐
７
３
２
７
‐
５
０
１
３

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
づ
のc

ク
ラ
ッ
シ
ィ

lassy

～
住
ん
で
い
な
く
て
も
地
域
の
力
に
～
　

  

関
係
人
口
　
鹿か
づ
の
け

角
家

たくさんの家族が集う家族会議

単独イベント ( 八幡平のドラゴンアイ鑑賞 )

鹿角家の実家（交流拠点 kemakema と運営主体 NPO 法人かづの classy の主要メンバー）

鹿角家　家訓
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右
：
児
玉
市
長
か
ら
賞
状
を
受

け
取
る
島
崎
社
長
（
株
式
会
社

石
川
組
）

「仕事」と「生活」の調和に向けて令和元年度
鹿角市ワーク・ライフ・バランス優良企業表彰受賞企業を紹介
ワーク・ライフ・バランス優良企業表彰ワーク・ライフ・バランス優良企業表彰

　ワーク・ライフ・バランスとは、育児、介護、趣味といっ
た「仕事以外の生活」と「仕事」の調和を図り、その両方を
充実させる働き方・生き方のことです。
　市では、ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて優れた
取り組みを行っている企業を表彰しています。

令和元年度表彰企業：株式会社石川組令和元年度表彰企業：株式会社石川組
❖所在地　十和田大湯字中田 1番地 3
❖創業　昭和 26年
❖事業内容　建設業（土木・建築・管工事など）、林業
❖従業員数　54人（うち女性 2人）
　　　　　　管理職 11人（うち女性 1人）
❖会社概要
　大湯地区のほぼ中央に位置し、昭和 26年に創業して以来、
地域のインフラを支え続けてきました。現在は、建設業のみ
ならず林業にも力を入れており、幅広く事業を展開していま
す。

株式会社石川組が行う取り組み株式会社石川組が行う取り組み

　平成 18年度に秋田県と「男女イキイキ職場宣言事業
所」の協定を締結し、女性のスキルアップの推進や働
きやすい職場環境の整備に積極的に取り組んでいます。

・ハラスメントの相談窓口は男女各１人を配置し、相
談室を設けてプライバシーを保護
・妊婦検診などで休暇の申し出があれば特別休暇で対
応
・育児休業を取得した社員には国の育児休業給付金に
加えて別途手当を支給
・子どもの看護休暇の対象を法律で定められた未就学
児から小学生まで対象拡大
・29 歳までの社員を対象に住宅ローンなどに対して
手当を支給

　業務が落ち着いている時期に有給休暇やリフレッ
シュ休暇を取得するよう促すなど、さらなる有給休暇
の取得促進体制を整備します。

Ｑ．受賞したことで社員の意識
に変化はありましたか
　各種制度があっても認知不足
や使いづらいなどの雰囲気が
あったものと感じています。今
回、外部から客観的に評価され
受賞し、メディアへの掲載を通
じて取り組みの有用性を従業員
も実感するようになりました。
ワーク・ライフ・バランスを通
して従業員と会社で「働き方」を共有し、さらなる意識改
革に繋げます。
Ｑ．今後の取り組みについて
　ワーク・ライフ・バランスが従業員と会社にとって必要
な取り組みと位置づけ、従業員自らが胸を張って「うちの
会社、いいぜ！」と広告塔になってくれるような会社を目
指していきたいです。
Ｑ．最後に一言
　仕事の成果を高めながら有給休暇の取得促進や、育児・
介護休暇制度の活用などをバランスよく推進していくこと
は容易なことではありません。会社として真剣に取り組ん
でいることを示し、手塩にかけて育成した従業員の定着率
の向上を目指します。また、多様性の推進や家庭・地域生
活などでの新たな活躍を事業にも反映させ、仕事と私生活
の好循環を実感できるような会社を目指し、ワーク・ライ
フ・バランスを推進していきます。�

島
崎�

祐
男�

社
長

取り組み紹介取り組み紹介 島崎社長に聞きました島崎社長に聞きました

主な取り組み主な取り組み

今後の取り組み今後の取り組み

本社外観

6
月
は
男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
　
　
　
推
進
月
間
で
す

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　
男
性
も
女
性
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

対
等
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ

れ
、
男
女
と
も
に
平
等
に
責
任
を
担

う
社
会
の
こ
と
で
す
。

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
に
策
定
し

た
「
第
３
次
鹿
角
市
男
女
共
同
参
画

計
画
」
を
基
に
、
各
種
施
策
を
実
施

し
、
男
女
共
同
参
画
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
一
層
の
実

現
に
向
け
、
男
女
が
お
互
い
の
立
場

を
理
解
し
、
と
も
に
考
え
、
と
も
に

責
任
を
担
う
社
会
づ
く
り
を
推
進
し

ま
し
ょ
う
。

問 

市
民
共
動
課 

共
動
推
進
班

　

 

☎
30
‐
０
２
０
２

No. 評価指標 令和元年度
実績

令和２年度
目標

1 女性の新規起業・創業件数    9件 ※1  10 件

2 ワーク・ライフ・バランスの推進に取り組
んでいる事業所の割合 75.5％ ※ 2 30.0％

3 男女イキイキ職場宣言事業所数   15 件 ※1  20 件
4 事業所における育児休業取得率 女性 70.6％ ※ 2 90.0％
5 男性   3.3％ ※ 2 10.0%

6 育児のために有給休暇を取得したことが
ある男性の割合 18.7％ ※ 2 35.0％

7 女性の新規就農者数    12 人 ※1  15 人
8 女性消防団員数    29人 ※1  30 人
9 自治会・町内会における女性役員登用率  7.5% 向上

10 市の委員会・審議会などにおける女性委
員登用率 26.9％ 30.0％

11 市の委員会・審議会などにおける女性委
員がいる審議会などの割合 73.3％ 90.0％

12 市内の主な企業における女性役員登用率 25.9％ ※ 2 30.0％

13 市職員の管理・監督職への女性職員登用
率 26.2％ 30.0％

14 男女の地位が平等になったと感じている
人の割合 27.3％ 25.0％

15 職場において差別的な扱いを受けたと感
じている女性の割合 10.9％ ※ 2 15.0％

16 高校生のデート DV の認知度 81.4％ 90.0％
17 認知症サポーター1人に対する高齢者数 2.99 人 　3 人
18 国民健康保険加入者の健康診査受診率 34.7％ 60.0％
19 乳がん検診受診率 19.6％ 30.0％
20 子宮がん検診受診率 13.9％ 30.0％

▪第3次計画における男女共同参画推進の評価指標

※ 1：平成 28 年度からの累計値。
※ 2：隔年実施のアンケートにより算出。
　　   値は、平成 30 年度実施のアンケート結果。

▪第3次鹿角市男女共同参画計画の体系

行動目標 施策の方向性

あらゆる分野における
女性の活躍を推進しよう
≪女性の活躍推進≫

（1）女性の職業生活における
活躍を推進します

（2）ワーク・ライフ・バランス
を実現するために必要な環境を
整備します

（3）あらゆる産業や地域活動
への女性の参画を拡大します

（4）政策・方針決定過程への
女性の参画を拡大します

男女が認め合い思いやる
関係を構築しよう
≪人権の尊重≫

（1）男女の人権を尊重します
（2）性別に起因するあらゆる
暴力の根絶と相談体制を充実
します

（3）生涯を通じた男女の健康づ
くりを支援します

基本目標
男女それぞれの個性と能力を発揮し、

みんなが活躍できるまち

計画の詳細は、市ホームページからご覧いただけます。

今年度の主な取り組み

①推進会議の開催①推進会議の開催
　計画を着実に進めるため、関係機関と男女共同　計画を着実に進めるため、関係機関と男女共同
参画の推進に関して議論します。参画の推進に関して議論します。
②アンケートの実施②アンケートの実施
　市内の高校生、市内事業所およびその従業員そ　市内の高校生、市内事業所およびその従業員そ
れぞれを対象に、男女共同参画に関するアンケーれぞれを対象に、男女共同参画に関するアンケー
ト調査を行います。ト調査を行います。
③男女共同参画講座の実施③男女共同参画講座の実施
　市内事業所および市民を対象に、講師を招き男　市内事業所および市民を対象に、講師を招き男
女共同参画に係る講座を開催します。女共同参画に係る講座を開催します。
④ワーク・ライフ・バランス優良企業表彰④ワーク・ライフ・バランス優良企業表彰
　ワーク・ライフ・バランスについて、優れた取　ワーク・ライフ・バランスについて、優れた取
り組みを行っている企業を表彰します。り組みを行っている企業を表彰します。
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年
に
一
度
、
必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

　
特
定
健
診
は
、
40
歳
～
74
歳
で
国

保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
対
象
の
健

康
診
断
で
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

　
対
象
者
は
、
受
診
日
時
点
に
お
い

て
、国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。

受
診
に
は
受
診
券
と
被
保
険
者
証
を

　

3
月
31
日
時
点
の
対
象
者
に
は
、

5
月
中
旬
に
特
定
健
診
の
受
診
券
を

送
付
し
て
い
ま
す
。受
診
の
際
に
は
、

受
診
券
と
被
保
険
者
証
を
忘
れ
ず
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
が
送
付
さ
れ
て
い
て
も
、

就
職
な
ど
で
社
会
保
険
に
切
り
替

わ
っ
た
場
合
は
、
国
保
の
受
診
券
で

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
場
合
は
、
職
場
な
ど
で
行
う
健
康

診
断
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
4
月
1
日
以
降
に
国
保
に

加
入
し
た
方
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、受
診
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

す
こ
や
か
子
育
て
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班

　

 

☎
30
‐
０
２
２
２

　

 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班

　

 

☎
30
‐
０
１
１
９

健
診
内
容

①
身
体
測
定
（
身
長
、
体
重
、
腹

囲
測
定
）

②
尿
検
査

③
血
圧
測
定

④
血
液
検
査
（
脂
質
、
血
糖
値
、

肝
機
能
、
腎
機
能
、
貧
血
）

⑤
医
師
に
よ
る
診
察

⑥
心
電
図

⑦
眼
底
検
査
（
医
師
の
判
断
に
よ

り
実
施
）

集
団
健
診
も
あ
り
ま
す

　
医
療
機
関
で
行
う
健
診
の
ほ
か

に
、
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

行
う
集
団
健
診
が
あ
り
ま
す
。

　
集
団
健
診
で
は
、
肺
が
ん
検
診

や
大
腸
が
ん
検
診
と
一
緒
に
受
診

で
き
る
日
も
あ
り
ま
す
。

　

集
団
健
診
の
日
程
に
つ
い
て

は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

税
務
課 

課
税
班 

☎
30
‐
０
２
１
３

 　
税
務
課 

収
納
管
理
室

　

 

☎
30
‐
０
２
１
５

国
民
健
康
保
険
税

２
割
軽
減

５
割
軽
減

７
割
軽
減

軽
減
率

33
万
円
＋（
※

52
万
円
×（「
国

保
加
入
者
数
」
＋
「
特
定
同

一
世
帯
所
属
者
数
」））

※
改
正
前
は
51
万
円

33
万
円
＋
（
※

28
万
5
千
円
×

（「
国
保
加
入
者
数
」
＋
「
特

定
同
一
世
帯
所
属
者
数
」））

※
改
正
前
は
28
万
円

33
万
円 

※
変
更
な
し

軽
減
判
定
基
準
額

介
護
納
付
金
分

後
期
高
齢
者
支
援
金
分

医
療
給
付
費
分

項
目

17
万
円

※
改
正
前
は
16
万
円

19
万
円
（
改
正
な
し
）

63
万
円

※
改
正
前
は
61
万
円

課
税
（
賦
課
）
限
度
額

　
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
税
の
納
付
が
困
難
な
世
帯

に
対
し
て
、
減
免
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
決
ま

り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
症
の
影
響
で
事

業
な
ど
に
係
る
収
入
に
相
当
の

減
少
が
あ
っ
た
方
は
、
無
担
保

か
つ
延
滞
金
な
し
で
、
１
年
間

の
徴
収
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
軽
減
制
度

　
低
所
得
者
世
帯
の
税
負
担
を
軽
く

す
る
た
め
、
前
年
中
の
所
得
合
計
額

が
一
定
基
準
額
以
下
の
場
合
、
均
等

割
額
と
平
等
割
額
を
減
額
す
る
軽
減

制
度
が
あ
り
ま
す
。
令
和
2
年
度
か

ら
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
、
対
象

範
囲
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

軽
減
判
定
の
注
意
点

軽
減
判
定
の
注
意
点

・�

65
歳
以
上
の
年
金
所
得
者
は
、
年
金
所
得

か
ら
15
万
円
（
年
金
所
得
が
15
万
円
未
満

の
場
合
は
全
額
）
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

・�

土
地
・
家
屋
な
ど
の
譲
渡
所
得
は
、
特
別

控
除
を
差
し
引
く
前
の
金
額
で
計
算
さ

れ
、
事
業
所
得
は
専
従
者
控
除
（
専
従
者

給
与
）
を
差
し
引
く
前
の
金
額
で
計
算
さ

れ
ま
す
。

・�

軽
減
制
度
へ
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
適
用
の
可
否
判
定
の
た
め
、
世
帯
主

お
よ
び
国
保
加
入
者
全
員
の
所
得
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
課
税
（
賦
課
）
限
度
額

　
国
民
健
康
保
険
税
は
医
療
給
付
費

分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護

納
付
金
分
の
３
つ
の
合
計
が
税
額
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
限
度

額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
納
付
方
法

　
納
付
方
法
は
普
通
徴
収
と
特
別
徴

収
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。
普
通
徴
収

は
、
年
額
を
７
月
か
ら
２
月
の
８
回

に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
別
徴
収
は
、
年
６
回
の
年
金
支
給

の
都
度
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
別
徴
収

の
対
象
者
は
、
次
の
要
件
を
全
て
満

た
し
て
い
る
方
で
す
。

特
別
徴
収
の
要
件

特
別
徴
収
の
要
件

・�

世
帯
主
が
国
保
加
入
し
て
い
る
。

・�

世
帯
主
が
今
年
度
中
に
75
歳
に
な
ら
な
い
。

・�

国
保
加
入
者
が
全
員
65
歳
以
上
75
歳
未
満
。

・�

世
帯
主
が
年
金
を
年
額
18
万
円
以
上
受
給
し

て
い
る
。

・�

介
護
保
険
料
と
国
保
税
の
合
計
が
受
給
額
の

２
分
の
1
を
超
え
な
い
。

・
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

　
特
別
徴
収
か
ら

　
普
通
徴
収
へ
の
変
更

　
国
保
税
の
納
付
方
法
は
、
次
の
①

と
②
の
ど
ち
ら
も
満
た
し
て
い
る
方

に
限
り
、特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

か
ら
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
）
へ
変

更
で
き
ま
す
。
変
更
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
税
務
課
課
税
班
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
が
認
め
ら
れ
た
場

合
、
２
～
４
カ
月
後
の
年
金
支
給
分

か
ら
、
納
付
方
法
を
変
更
し
ま
す
。

①
今
後
の
納
付
方
法
を
口
座
振
替
に
さ
れ

る
方

②
過
去
２
年
間
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険

税
の
未
納
が
な
い
方

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
課
税
班
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新型コロナウイルス感染症に係る新型コロナウイルス感染症に係る
国民健康保険税の減免国民健康保険税の減免

　
道
の
駅
か
づ
の
「
あ
ん
と
ら
あ
」

に
、
新
た
に
ト
イ
レ
や
休
憩
所
の

機
能
を
有
し
た
ス
ペ
ー
ス
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
館
か
ら
大
駐
車
場
に
向
か
う

途
中
に
建
設
さ
れ
、
中
に
は
ゆ
っ

た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
休
憩
ス
ペ
ー

ス
の
ほ
か
、
授
乳
室
や
情
報
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

全
体
的
に
木
を
基
調
と
し
た
設

計
で
、
ぬ
く
も
り
と
癒
し
の
空
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
の
3

日
間
に
わ
た
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
特
別
定
額

給
付
金
の
申
請
受
け
付
け
が
、
市

役
所
敷
地
内
で
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
５
月
17
日
か
ら
申
請

受
け
付
け
を
開
始
し
て
お
り
、
そ

の
初
日
か
ら
３
日
間
実
施
し
た
も

の
で
す
。
会
場
に
は
、
多
く
の
申

請
者
が
足
を
運
び
、
３
日
間
合
わ

せ
て
約
１
１
０
０
件
の
受
け
付
け

が
完
了
し
ま
し
た
。

　
申
請
は
8
月
17
日
ま
で
郵
送
ま

た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

申
請
く
だ
さ
い
。

　

5
月
1
日
に
花
輪
中
学
校
の
田

中
校
長
が
、
児
玉
市
長
か
ら
新
し

い
校
旗
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

校
旗
は
、
学
校
の
カ
ラ
ー
で
あ

る
紫
色
を
基
調
と
し
、
中
央
に
は

校
章
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
田
中
校
長
は
、「
綺
麗
な
校
旗
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
校
旗
と
共
に
、
花
輪
中

学
校
の
新
し
い
歴
史
を
刻
ん
で
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
児
玉
市
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も
地

域
に
根
ざ
し
た
学
校
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

新
た
な
歴
史
の
始
ま
り
に
期
待
し

ま
し
た
。

　
５
月
１
日
、
新
た
に
完
成
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
拠
点
施

設(

兼
事
務
所)

開
所
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
石
井
会
長

は
、「
念
願
の
事
務
所
が
完
成
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
多
岐
に
わ
た
る
地
域

福
祉
の
課
題
に
対
応
す
る
拠
点
と

し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
施
設
は
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
の
向
か
い
に
位
置
し
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
総
合
福
祉
相
談
窓
口

の
設
置
や
居
宅
介
護
支
援
、
訪
問

介
護
事
業
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
新

た
に
多
世
代
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

花
輪
中
学
校 

校
旗
授
与

社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
拠
点
施
設
開
所
式

道
の
駅
か
づ
の 

あ
ん

と
ら
あ
に
新
休
憩
所
を

整
備

特
別
定
額
給
付
金
を

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
で
受
付

市内は花であふれていました

まちの話題
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行政 information

2020年 6月号11 KAZUNO CITY 2020年 6月号 10KAZUNO CITY

行政 information

児童手当の支給日は、６月１０日水です。令和
２年２月分から５月分が支給となります。

　また、６月１日を基準として、児童などの現況を
確認するために、「現況届」の受け付けを行います。
対象者には、「児童手当・特例給付現況届の提出
について」をお送りしますので、詳しくはそちらを
ご確認ください。

※�６月中に現況届が提出されない場合、以降の児
童手当を受給できなくなることがあります。

▶対象者　中学校修了前までの児童を養育されて
いる方

問 すこやか子育て課 こども家庭応援班　
　 ☎３０-0235

水田に各種対象作物を販売する目的で作付す
る方に対し、国が支援する「経営所得安定

対策」の申請受付を開始します。

▶主な交付金対象項目
①水田活用の直接支払交付金（対象作物の販売に
対する助成）
②畑作物の直接支払交付金（※対象作物の出荷数
量に対する助成�）
③収入減少影響緩和交付金（※米の価格下落に対
する補償制度�）
※�交付対象者は認定農業者や集落営農組織、農業
法人などの担い手に限定されています。
▶申請方法　事前に申請届出があった方には、鹿
角地域農業再生協議会より申請書を送付します。
新規申請をご希望の方は、農林課こだわり作物推
進室までご連絡ください。
▶受付期間　６月１日🈷～６月１９日金

問 農林課 こだわり作物推進室 ☎ 30-0243

起業・創業者向けの貸事務所「インキュベー
トルーム」の入居者を募集します。

▶提出書類
①まちなかオフィス使用許可申請書
②事業計画概要説明書
③都道府県税および市区町村税の滞納がない証明書
※①と②は市ホームページからダウンロードできます。
▶提出期限　6 月 30 日火

問 産業活力課 商工・新エネ班 ☎ 30-0250

届け出が必要です

転作作物の栽培を支援します起業・創業をお考えの方へ

児童手当の「現況届」

「経営所得安定対策」申請の受付開始まちなかオフィス入居者募集

秋田県は水防法の改正に基づき、千年に一度
の降雨（24時間雨量が254ｍｍ）を想定

し、※主要河川の浸水想定区域の見直しを行いま
した。市内では、「花輪中心地区」と「八幡平地
区」の第１避難所である「文化の杜交流館コモッ
セ」と「八幡平市民センター」において、３ｍ未
満の浸水が想定される結果となりました。そのた
め、大雨災害時に限り、開設する第１避難所を次
のとおり変更します。
※主要河川‐米代川、福士川、大湯川、小坂川、
　　　　　　�熊沢川

◎大雨災害時のみ

　地震や火山など、他の災害時はこれまでどおり
コモッセと八幡平市民センターを第１避難所とし
て活用します。

◯�市では、防災メールやラジオ、メディアなどで
速やかに避難所の開設情報を発信しますので、
これらにより情報を収集してお近くの避難所に
避難してください。
◯�避難の際は、※非常時持出品のほか、感染症対
策としてマスクや体温計を持参してください。

※�非常時持出品‐ラジオ、救急医療品、貴重品、
懐中電灯、非常用食品などのことです。
◯�現在、避難所情報の変更も含めて新たな洪水ハ
ザードマップを作成中です。完成次第、各世帯
に配布します。
◯�市内の各河川の浸水想定区域は、市ホームペー
ジや各市民センターでご覧になれます。

問 総務課 危機管理室 ☎ 30-0299

大雨災害時に開設
開設する第１避難所を一部変更

※�所得制限限度額以上のため、特例給付として児
童1人につき月額5千円の支給を受けている
受給者は支給対象外となります。

※�支給対象となる方（公務員以外）には、給付に
ついてのお知らせを発送済みです。

▶支給方法　児童手当登録振込口座（令和２年６
月の児童手当振込口座）へ振り込みます。
※�資格喪失により６月振込以前に児童手当が支給
されている場合は、最終振込口座に振り込みます。

公務員の方の申請方法　
▶申請手続　所属庁（勤務先）より証明を受けた
うえで、振込先金融機関口座確認書類を添えて、
郵送で申請書を提出してください。
▶申請場所　令和2年３月 31日時点で住民登
録している市区町村
▶申請期限　９月18日金まで
▶郵送先　すこやか子育て課「子育て世帯への臨
時特別給付金」給付担当　宛

▶給付金の支給を辞退する方　給付金の受給を辞
退する方は、すこやか子育て課へ連絡のうえ、受
給拒否の届出書を提出してください。

問 すこやか子育て課 こども家庭応援班　☎３０-0235

▶支給対象者
・令和２年４月分の児童手当（本則給付）受給者
・�中学校卒業などにより、令和２年３月分で児童手
当（本則給付）資格を喪失した受給者
※�平成 16 年 4 月 2 日から令和 2 年 3 月 31
日までに生まれた児童が対象です。

新型コロナウイルス感染症対策
「子育て世帯への臨時特別給付金」 
「子育て応援給付金」を支給

募集物件 インキュベートルーム A（16.78㎡）
インキュベートルーム B（15.08㎡）

月額使用料
10,000 円（電気料・通信料・駐車場代含む）
※市外在住者が転入して使用する場合は無料

入居要件
※②・③は、
どちらか一方
に該当する者

①農林漁業、保険・金融業、風営法の許可また
は届け出が必要な業種以外の業種
②創業を計画しており、施設の使用を開始する
日以後 1 年以内に事業を開始する者
③創業後 1 年以内の個人もしくは法人

入居期間 入居許可日から 3 年以内

行政 information

戦没者のご遺族の皆さんへ

第十一回特別弔
ちょういきん

慰金の支給

特別弔慰金は、４月１日を基準日として、同
日において年金給付の受給権者がいない場

合に、戦没者などの死亡当時のご遺族に額面25
万円、5年償還の記名国債が支給されます。

▶請求期限　令和5年3月31日まで
※�前回受給された方には５月末に案内を送付してい
ます。新型コロナウイルス感染症予防のため、申
請手続きの受付日時と会場を指定しています。
※�前回受給された方が死亡した場合などは、福祉総
務課までご相談ください。

問 福祉総務課 地域福祉班 ☎３０-0238 

子育て世帯への臨時特別給付金
　子育て世帯の生活を支援する取り組みとして、
児童手当を受給する世帯などに対し、給付金（一
時金）を支給します。
▶支給額　対象児童１人につき１万円

子育て応援給付金
　市独自の子育て世帯への経済的負担を軽減する
ための支援措置として、「子育て世帯への臨時特
別給付金」の支給を受けられる世帯に対し、給付
金（一時金）を支給します。
▶支給額　対象世帯につき１万円

大雨災害時のみ

文化の杜交流館
コモッセ

交流プラザ
（MIT プラザ）

八幡平市民センタ－     谷内地区市民センター

▶対象　代表ご遺族お一人（次の優先順位）
①  4 月 1 日までに「戦傷病者戦没者遺族等援護法」

による弔慰金の受給権を取得した方
②戦没者の子
③戦没者と生計関係を有していた父母・孫・祖父母・

兄弟（4月1日において婚姻などにより、姓が変わっ
ている方などは除く）

④上記③以外の父母・孫・祖父母・兄弟
⑤上記①から④以外の三親等内の親族（戦没者の死亡時

までの間に 1 年以上生計関係を有している方に限る）

市ホームページは
こちら
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けんこう information

ち
ょ
筋
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室（
ホ
リ
デ
ー
サ
ー
ク
ル
）

28
日
日 
10
時
～
／
福
祉
プ
ラ
ザ
／
ヨ
ガ
マ

ッ
ト
ま
た
は
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給

の
飲
料

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 
☎
30
‐
０
２
２
２

い
け
が
み
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
大
湯
リ

ハ
ビ
リ
温
泉
病
院
、
大
里
医
院
、
か
づ
の
厚
生

病
院
、
鹿
角
中
央
病
院
、
な
か
の
消
化
器
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
長
橋
内
科
胃
腸
科
医
院
、
本
田

内
科
胃
腸
科
医
院
、
福
永
医
院
、
三
ヶ
田
内
科

循
環
器
科
医
院

けんこう information

　　
75
歳
以
上
の
方
（
ま
た
は
65
歳
以
上
の
方

で
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
お
持
ち

の
方
）
の
健
康
診
査
は
、
7
月
か
ら
市
内
医

療
機
関
で
実
施
し
ま
す
。

　
受
診
券
は
6
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
受

診
の
際
に
は
、
受
診
券
と
被
保
険
者
証
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

　
「
健
康
・
生
き
生
き
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
家
族
の
健

康
を
願
っ
て
標
語
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

❖
最
優
秀
賞 

１
点
・
優
秀
賞 

２
点
・
入
賞

2
点

※
副
賞
と
し
て
市
特
産
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

❖
応
募
締
切　
８
月
3
日
🈷 

必
着

❖
発
表　
９
月
上
旬

❖
申
込
方
法　
各
支
所
や
市
民
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
載
の
上
、
市
民
課
ま

た
は
各
支
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

　

 

　　

生
き
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
「
食
」
に

対
す
る
知
識
や
選
ぶ
力
を
育
ん
で
い
く
こ
と

が
「
食
育
」
で
す
。「
食
育
」
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
全
世
代
で
必
要
と
な
り
ま
す
。

特
に
こ
れ
か
ら
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
「
食
育
」
は
、
健
全
な
心
と
身
体

を
養
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
基
礎
と
な

り
ま
す
。

　
家
族
そ
ろ
っ
て
食
卓
を
囲
む
、
３
食
を
き

ち
ん
と
食
べ
る
、
季
節
の
旬
な
食
材
や
地
元

の
食
材
を
使
用
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か

ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班

　

 

☎
30
‐
０
１
１
９

　
地
域
の
方
が
利
用
し
や
す
い
公
共
施
設
な

ど
で
１
日
中
献
血
を
行
う
「
地
域
献
血
」
を

実
施
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
日
は
感
染
症
予
防
の
た
め
、
試
食
提
供

は
行
わ
ず
、
献
血
で
き
る
体
を
作
る
造
血
レ

シ
ピ
を
配
布
し
ま
す
。

❖
日
に
ち　
6
月
25
日
木

❖
時
間　
9
時
～
11
時
10
分
、
12
時
30
分
～

15
時
30
分

❖
場
所　
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ�

講
堂

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班

　

 

☎
30
‐
０
１
１
９

　
検
診
申
込
書
で
大
腸
が
ん
検
診
を
申
し
込

ま
れ
た
方
へ
事
前
に
容
器
を
郵
送
し
ま
す
。

❖
検
診
の
流
れ

①
６
月
下
旬
に
検
便
容
器
が
自
宅
に
届
く
。

②�

「
検
診
の
ご
案
内（
緑
色
）」の
Ｐ
５
～
７

の
日
程
表
を
確
認
し
、
提
出
日
を
決
め
る
。

③�

２
日
間
の
便
を
採
り
、
容
器
や
袋
に
名
前

と
日
付
を
記
入
す
る
。

④�

容
器
と
一
緒
に
同
封
し
て
い
る
黄
色
い
封

筒
裏
面
の
問
診
事
項
を
記
入
す
る
。

⑤�

検
診
会
場
で
問
診
を
受
け
、
検
便
を
提
出

す
る
。

※
問
診
な
ど
が
必
要
な
た
め
、
す
こ
や
か
子

育
て
課
窓
口
へ
の
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
ん
だ
が
検
便
容
器
が
届
か
な
い
、

申
し
込
み
し
て
い
な
か
っ
た
が
受
け
た
い
と

い
う
方
は
、
左
記
期
間
中
に
容
器
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❖
受
取
期
間　
７
月
１
日
水
～
10
月
7
日
水

❖
時
間　
8
時
30
分
～
17
時
15
分

❖
場
所　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所

※
水
曜
日
の
み
19
時
ま
で
福
祉
保
健
セ
ン
タ

ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※「
検
診
の
ご
案
内
」は
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー・

各
支
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班

　

 

☎
30
‐
０
１
１
9

　
子
宮
が
ん
と
乳
が
ん
検
診
を
受
け
る
に
は
、

申
込
書
の
提
出
と
、
受
診
日
・
検
診
場
所
を

決
め
る
た
め
の
予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
さ

れ
た
方
に
は
、
検
診
日
が
近
く
な
り
ま
し
た

ら
、
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

❖
予
約
方
法

①�

す
こ
や
か
子
育
て
課
健
康
づ
く
り
班
に
電

話
で
直
接
予
約
を
す
る

②��

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
予
約
を
す
る　

�　

�

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
必
要
で
す
。　

❖
検
診
場
所　

子
宮
が
ん
検
診　
か
づ
の
厚
生
病
院
、
い
け

が
み
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

乳
が
ん
検
診　
か
づ
の
厚
生
病
院
、
文
化
の

杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ
、
十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

※
検
診
の
詳
細
は
、
４
月
に
各
世
帯
に
配
布

し
た
「
検
診
の
ご
案
内
（
緑
色
）」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

午
後
の
乳
が
ん
検
診
（
か
づ
の
厚
生
病
院
）

❖
検
診
日　
７
月
14
日
火
、
８
月
11
日
火
、

９
月
8
日
火
、
10
月
13
日
火

❖
受
付
時
間　
【
1
回
目
】 

13
時
15
分
～
13

時
30
分
、【
2
回
目
】 

14
時
15
分
～
14
時
30
分

※
女
性
技
師
が
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮
影
を

し
ま
す
。

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 
健
康
づ
く
り
班  

    

☎
30
‐
０
１
１
９

６
月
は
食
育
月
間

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

生
き
生
き
鹿
角
市
民 

こ
く
ほ
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

大
腸
が
ん
検
診

検
便
容
器
の
受
け
取
り

　
対
象
医
療
機
関
に
予
約
し
、
接
種
後
、
窓

口
で
支
払
う
金
額
か
ら
助
成
額
３
千
円
が
差

し
引
か
れ
ま
す
。

※
自
己
負
担
額
は
各
医
療
機
関
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

❖
実
施
期
間　
令
和
３
年
3
月
31
日
水
ま
で

❖
対
象
者

①�

今
年
度
中
に
65･

70･

75･

80･

85･

90･

95・

１
０
０
歳
に
な
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓･

腎

臓･

呼
吸
器
な
ど
に
障
が
い
（
１
級
相
当
）

が
あ
る
方

❖
対
象
医
療
機
関

※
市
外
の
医
療
機
関
希
望
の
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
県
外
は
対
象
外
）。

※
熱
が
あ
る
時
は
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
際
は
、
予
約
日
を

変
更
し
ま
し
ょ
う
。

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班

    

☎ 

30
‐
０
１
１
９

　
生
後
３
か
月
以
上
の
犬
を
飼
う
場
合
、
犬

の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
法

律
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
❖
日
に
ち　
6
月
28
日
日

問 

福
祉
総
務
課 

総
務
企
画
班

    

☎
30
‐
0
２
３
３

　
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
で
は
、
4
月
・

6
月
・
8
月
に
「
仮
徴
収
」
と
し
て
、
2
月

徴
収
額
と
同
額
を
徴
収
し
、
差
額
は
、
年
間

保
険
料
額
の
確
定
後
、
10
月
・
12
月
・
翌
年

2
月
に
「
本
徴
収
」
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。

　
世
帯
構
成
や
所
得
の
変
更
に
よ
り
、
仮
徴

収
額
と
本
徴
収
額
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
方

は
、
徴
収
額
が
年
間
を
通
じ
て
で
き
る
だ
け

均
等
に
な
る
よ
う
、
6
月
と
8
月
の
仮
徴
収

額
を
調
整
（
平
準
化
）
し
、
変
更
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班

    

☎
30
‐
０
２
３
４

　
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
参

加
希
望
の
方
は
、
市
民
課
国
保
医
療
班
に
前

日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

無
料
託
児
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
4
日

前
ま
で
に
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
（
☎
30
‐

０
８
５
５
）
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
日
時
／
場
所
／
持
ち
物
な
ど

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室

（
さ
ん
さ
ん
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
）

1
日
月�

10
時
～
／
記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

コ
コ
か
ら
体
操
教
室
（
華
美
会
）

12
日
金�

10
時
～
／
大
湯
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー�

湯
都
里
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

ゆ
っ
た
り
ヨ
ガ
教
室

（
く
び
れ
て
み
ヨ
ー
ガ
）

12
日
金�

10
時
15
分
～
／
文
化
の
杜
交
流
館

コ
モ
ッ
セ
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
判
バ
ス

タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
飲
料

浅
利
ゆ
み
先
生
の
健
康
体
操
教
室

（
ス
マ
イ
ル
教
室
）

23
日
火�

13
時
30
分
～
／
福
祉
保
健
セ
ン
タ

ー
／
水
分
補
給
の
飲
料

リ
ズ
ム
運
動
教
室
（
ヘ
ル
ス
デ
ザ
イ
ン
）

24
日
水�

10
時
～
／
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ

セ
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

地
域
献
血
の
実
施

６
月
の
健
康
教
室

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

費
用
助
成

　

介
護
保
険
料

特
別
徴
収
の
仮
徴
収
額
を
調
整

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

10
時
15
分
～
11
時

９
時
～
９
時
45
分

時
間

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
南
側
入
口

十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー
前

場
所

狂
犬
病
予
防
注
射

市ホームページ
検診の予約

６月の献血車訪問

とき 受付時間 ところ

23 日火

10 時 50 分～１１時 45 分 ㈲プレ・テック
13 時 30 分～14 時 20 分 ㈱サンテック

15 時～ 16 時 40 分 鹿角警察署

25 日木
9 時～11時 10 分 文化の杜交流館

コモッセ12 時 30 分～15 時 30 分

＊ 400 ミリリットル献血にご協力をお願いします。輸血患者の副作
用軽減につながります。

たくさんの人に協力
してほしいっち！



子育て・学び information

❖
対
象
者　
市
内
在
住
で
飼
育
で
き
る
場
所
・

設
備
を
お
持
ち
の
方�

❖
申
込
締
切　
6
月
30
日
火

※
つ
が
い
で
お
渡
し
し
ま
す
。（
生
後
1
年
程
度
）

※
引
き
渡
し
は
直
接
行
い
ま
す
。
交
換
な
ど
は

で
き
ま
せ
ん
。

問 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
班 

☎
30
‐
０
２
９
４

　
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
を
目
撃
し
た
場
合
は
、
刺

激
し
な
い
よ
う
に
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
死
骸
を
発
見
し
た
場
合
は
、
決
し
て
触
ら
ず
、

生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
班 

☎
30
‐
０
２
９
４

湖
南
を
知
る
会

❖
日
時　
6
月
6
日
土�

13
時
30
分
～

❖
講
師　
高
木�

英
子
氏

❖
内
容　
明
治
23
年
に
湖
南
が
父
十じ
ゅ
う
わ
ん
湾
へ
宛
て

た
書
簡
の
解
読

問 

先
人
顕
彰
館 

☎
35
‐
５
２
５
０

子育て・学び information

企
画
展
「
八
郎
太
郎
伝
説
と
十
和
田
火
山
」

❖
期
間　
6
月
21
日
日
ま
で

講
座
「
上
津
野
村
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
」

　
八
郎
太
郎
伝
説
の
上
津
野
村
に
つ
い
て
、
考

古
学
の
研
究
成
果
を
も
と
に
探
り
ま
す
。

❖
日
時　
6
月
21
日
日�

13
時
～
15
時

❖
場
所　
歴
史
民
俗
資
料
館�

展
示
ホ
ー
ル

❖
講
師　
高
橋�

学
氏(

元
秋
田
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
長)

❖
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

❖
申
込
締
切　
６
月
20
日
土
（
申
込
必
須
）　

問 

歴
史
民
俗
資
料
館 

☎
22
‐
７
２
８
８

く
す
く
すLIFE

「
な
で
し
こ
く
ら
ぶ
」
の
メ
ン
バ
ー
募
集

　
な
で
し
こ
く
ら
ぶ
は
、
着
付
け
・
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
お
茶
な
ど
日
本
の
文
化
を
年

9
回
に
分
け
て
体
験
す
る
も
の
で
、
今
回
は
第

1
回
目
と
し
て
、
浴
衣
の
着
付
け
を
体
験
し
ま
す
。

❖
日
時　
６
月
20
日
土�

10
時
～
12
時

❖
場
所　
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ�

和
室

❖
参
加
費　
無
料

❖
定
員　
15
人
（
登
録
制
）

❖
対
象　
市
内
子
育
て
中
の
方

※
託
児
無
料

問 

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー  
☎
30
‐
０
８
５
５

ど
き
ど
き 

き
も
だ
め
し
in
恩
徳
寺

❖
日
時　
７
月
４
日�

土�

19
時
～
21
時

❖
場
所　
恩
徳
寺

❖
参
加
費　
１
０
０
円

❖
定
員　
20
人

❖
対
象　
市
内
小
学
生

❖
申
込
期
間　
６
月
15
日
🈷
～

問 

児
童
セ
ン
タ
ー 

☎
23
‐
７
１
８
０

保
存
・
育
成
に
興
味
の
あ
る
方
へ

市
の
鳥
「
声
良
鶏
」
譲
り
ま
す

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

児
童
セ
ン
タ
ー

令
和
２
年
度
鹿
角
市
成
人
式
の
中
止

に
つ
い
て

日
本
語
教
室
開
講
式

歴
史
民
俗
資
料
館

　
毎
月
５
日
は
「
声
か
け
運
動
の
日
」
で
す
。
登

校
中
の
子
ど
も
た
ち
に
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

❖
実
施
日　
６
月
５
日
金�

７
時
15
分
～
８
時

※
十
和
田
小
学
校
は
開
校
記
念
日
と
な
る
た
め
、

8
日
🈷
に
実
施
し
ま
す
。

問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班 

　

 

☎
30
‐
０
２
９
２

　

今
年
度
の
成
人
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班

　
☎
30
‐
０
２
９
２

　
今
年
度
の
日
本
語
教
室
は
、
講
師
と
生
徒
が

対
面
せ
ず
に
受
講
で
き
る
体
制
を
整
え
て
実
施

し
ま
す
。

❖
日
時　
６
月
20
日
土�

13
時
30
分
～
15
時

❖
場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー�

第
１
研
修
室

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班

　

 

☎
30
‐
０
２
９
２

　

 E-m
ail

：gakushu@
city.kazuno.lg.jp

郷
土
を
語
る
会

教
科
書
展
示
会
を
開
催

※６月 30 日火は市県民税第 1期の納期限です。

　
木
製
遊
具
の
塗
装
工
事
を
行
う
た

め
、
遊
具
周
辺
を
立
ち
入
り
禁
止
と

し
ま
す
。
ま
た
、
工
事
車
両
が
出
入

り
す
る
た
め
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

工
事
期
間
：
6
月
下
旬
～
7
月
31
日

金
※
工
事
の
進
捗
に
よ
り
前
後
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
都
市
整
備
課 

計
画
管
理
班

☎
30
‐
０
２
６
１

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反

映
す
る
た
め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
本
紙

と
一
緒
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
：
市
内
在
住
の
満
18
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
方
７
０
０
人

※
回
収
は
6
月
12
日
金
～
15
日
🈷
の

間
に
市
職
員
が
ご
自
宅
に
伺
い
、
回

収
し
ま
す
。

問
政
策
企
画
課 

総
合
戦
略
室

☎
30
‐
０
２
０
１

　
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
地
域

に
広
め
る
た
め
に
、
体
操
の
実
技
や

筋
肉
・
運
動
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

知
識
を
学
び
、
指
導
士
を
目
指
し
ま

す
。

対
象
者
：
①
市
内
在
住
で
、
お
お
む

ね
60
歳
以
上
の
方
、
②
6
日
間
の
全

日
程
を
受
講
で
き
る
方
、
③
受
講
後

に
地
域
で
体
操
普
及
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
で
き
る
方

※
①
②
③
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
に
ち
：
6
月
23
日
火
、
30
日
火
、

7
月
7
日
火
、
14
日
火
、
21
日
火
、

28
日
火

時
間
：
10
時
～
16
時

場
所
：
交
流
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
：
6
月
18
日
木

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
あ
ん
し
ん
長
寿
課 

介
護
予
防
班

☎
30
‐
０
１
０
３

　
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
を

含
め
た
環
境
問
題
が
深
刻
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、
無
駄
な

レ
ジ
袋
を
少
な
く
し
、
環
境
問
題
解

決
の
一
歩
に
な
る
よ
う
に
、
買
い
物

時
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
か
ご
を

持
参
す
る
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
市
民
共
動
課 

環
境
生
活
班

☎
30
‐
０
２
２
4

　
水
難
事
故
防
止
活
動
の
一
環
と
し

て
青
い
羽
根
募
金
運
動
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

受
付
場
所
：
消
防
本
部
、
市
役
所
お

よ
び
各
支
所

期
間
：
6
月
1
日
🈷
～
8
月
31
日
🈷

問
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

☎
23
‐
５
６
０
１

日
時
：
6
月
19
日
金 

14
時
～
16
時

内
容
：「
毛
馬
内
郷
土
史
2
」

講
師
：
阿
部 

正
記
氏

問
十
和
田
図
書
館 

☎
35
‐
３
２
３
９

日
時
：
6
月
27
日
土 

13
時
30
分
～

15
時
30
分

内
容
：「
源
氏
物
語
に
つ
い
て
」

講
師
：
小
田
島 

哲
夫
氏

問
十
和
田
図
書
館 

☎
35
‐
３
２
３
９

　
令
和
3
年
度
に
使
用
す
る
教
科
書

を
展
示
し
ま
す
。

日
時
：
6
月
12
日
金
～
７
月
1
日
水

10
時
～
17
時

場
所
：
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

※
月
・
火
曜
日
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

問
北
教
育
事
務
所 

鹿
角
出
張
所

☎
23
‐
３
３
０
２

　
国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

受
験
資
格
：

①
令
和
2
年
4
月
1
日
に
お
い
て
高

校
卒
業
後
3
年
を
経
過
し
て
い
な
い

者
お
よ
び
令
和
3
年
3
月
ま
で
に
高

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず

る
と
認
め
る
者

申
込
期
間
：
6
月
22
日
🈷
～
7
月
1

日
水

申
込
方
法：イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
国

家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ

Ｉ
（https://w

w
w

.jinji.go.jp/
saiyo/saiyo.htm

l

）」
を
検
索
し

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

第
1
次
試
験
日
：
9
月
6
日
日

問
仙
台
国
税
局 

人
事
第
二
課

☎
０
２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１
１

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
３
級
養
成
講
習
会

桜
山
地
区
公
園
の
使
用
制
限

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

税
務
職
員
採
用
試
験

み
ん
な
の
情
報
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

原
稿
の
締
切
日
は
発
行
月
の
前
月
８
日
で
す
。

◎ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

政
策
企
画
課　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

30
‐１
１
２
２

情
報
の
広
場

情
報
の
広
場

　 今月の相談日程

■出張年金相談（鷹巣年金事務所）
相談日：6 月3日水、10 日水、17日水、24
日水／相談場所：市役所１・２会議室／開設時
間：9 時 30 分～12 時、13 時～15 時30 分 
＊相談日の１カ月前から前日までに鷹巣年金事
務所への予約が必要です。基礎年金番号のわ
かる年金手帳や年金証書をご準備の上、電話
で予約してください。
問鷹巣年金事務所 お客様相談室
☎0186-62-1490

■無料総合相談（人権擁護委員・行政相談委員）
　無料総合相談は、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため休止します。
問市民共動課 共動推進班 ☎ 30-0202

■無料相続・登記相談（司法書士）
相談日：6月16日火／相談場所：交流センター 
／受付時間：13時30分～15時30分 ＊前
日までに予約が必要です。
問消費生活センター ☎30-0258

■無料弁護士相談（秋田弁護士会）
①相談日：6 月 11 日木／相談場所：交流セ
ンター／開設時間：13 時 30 分～ 16 時／
担当：川田 繁幸弁護士
②相談日：6 月 25 日木／相談場所：交流セ
ンター／開設時間：13 時 30 分～ 16 時／
担当：熊谷 克史弁護士＊どちらも前日まで
に予約が必要です。
問消費生活センター ☎ 30-0258

レ
ジ
袋
削
減
へ
の
ご
協
力

水
難
救
済
の
「
青
い
羽
根
」
募
金

古
典
読
書
講
座

声
か
け
運
動
を
実
施
し
ま
す

先
人
顕
彰
館

特
別
天
然
記
念
物
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ

カ
を
見
か
け
た
ら

※（花）（八）（尾）（十）（大・草）は、花輪、八幡平、尾去沢、十和田、大湯・草木を指します。
問 すこやか子育て課 健康づくり班 ☎ 30-0265

とき 内容 対象 受付開始
5 日金 3 歳児健診 平成 29 年 1 月生（八、尾、十、大）、2 月生（全地区）

12 時 45 分
11日木 5 歳児すくすく健康相談 保育園などから連絡があります
17 日水 3～ 4か月児健康診査 令和 2 年 2 月生（全地区）

18 日木 1歳 6 か月児健診
平成 30 年 10 月生（八、尾、十、大・草）、
11 月生（花、八）

23 日火 乳児相談（４～５か月児） 令和 2 年 1 月生（全地区）  9 時 45 分

乳幼児の健診カレンダー乳幼児の健診カレンダー

誕生日の思い出にお子さんの写真を掲載してみませんか。（未就学児のお子さんに限ります）
詳しくは政策企画課 政策推進班（☎ 30-0205）までご連絡ください。2020年 6月号15 KAZUNO CITY 2020年 6月号 14KAZUNO CITY



す
。
ま
る
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
お
母
さ
ん

の
よ
う
な
存
在
の
生
徒
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
鎖
国
中
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で

の
1
人
暮
ら
し
は
、
寂
し
く
な
る
こ
と

が
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
通

話
で
の
レ
ッ
ス
ン
や
心
優
し
い
生
徒
、

市
役
所
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
何
と

か
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
ま
す
。
週
末
は

中
東
欧
の
日
本
語
の
先
生
方
とZ

ズ

ー

ム

oom

（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
用
ア
プ
リ
）
で
話

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
の
教
え
方
や

役
立
つ
ア
プ
リ
な
ど
の
情
報
交
換
を
し

て
い
ま
す
。
大
変
な
ご
時
世
で
す
が
、

周
り
の
親
切
な
方
々
と
オ
ン
ラ
イ
ン
環

境
の
お
か
げ
で
何
と
か
乗
り
切
れ
そ
う

で
す
！

　
　
　
　
　
　

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
で
は
最
近
良
い
天
気
が
続
い

き
、
と
て
も
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
今
、

é

エ
ー
レ
ッ
チ
ェ
ー
ギ

rettségi

と
い
う
高
校
卒
業
試
験
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、

筆
記
の
み
の
実
施
で
す
。
ハ
ン
ガ
リ
ー

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
数
の
増
加
が
落
ち
着
い
て
き
て
お
り
、

シ
ョ
プ
ロ
ン
を
含
む
地
方
で
は
、
制
限

緩
和
が
少
し
ず
つ
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
語
教
室
はM

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

essenger

やS

ス
カ
イ
プ

kype

、L

ラ
イ
ン

IN
E

な
ど
の
ア
プ
リ
を

使
い
、
希
望
者
を
対
象
に
ビ
デ
オ
通
話

で
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
ま
す
。
趣
味
で

日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
生
徒
が
ほ
と

ん
ど
な
の
で
、
参
加
は
強
制
せ
ず
に
、

興
味
が
あ
り
そ
う
な
生
徒
に
声
を
掛
け

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
数
人
の
生
徒
か

ら
、
日
本
語
の
日
記
や
作
文
、
漢
字
の

練
習
、
教
科
書
の
課
題
の
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
を
頼
ま
れ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
な
か
に
は
、
こ
の
状
況
で
も

た
ま
に
家
に
呼
ん
で
く
だ
さ
り
、
日
本

語
の
レ
ッ
ス
ン
を
し
た
り
、
ラ
ン
チ
を

い
た
だ
い
た
り
な
ど
、
気
に
か
け
て
く

れ
る
方
も
お
り
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま

　
秋
田
市
出
身
。
大
学
時
代
に
留
学
経
験
が
あ
り
、
帰
国
後
も
ホ
ー
ム

　
秋
田
市
出
身
。
大
学
時
代
に
留
学
経
験
が
あ
り
、
帰
国
後
も
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
や
、
多
く
の
異
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す

ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
や
、
多
く
の
異
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す

る
な
ど
、
豊
富
な
国
際
交
流
経
験
を
活
か
し
渡
航
。

る
な
ど
、
豊
富
な
国
際
交
流
経
験
を
活
か
し
渡
航
。

日
本
語
語
学
指
導
員
現
地
レ
ポ
ー
ト

第
10
代
日
本
語
語
学
指
導
員
　
堀
川 

さ
ゆ
み
さ
ん

Szia! from SopronSzia! from Sopron （ショプロンからこんにちは！）（ショプロンからこんにちは！）

ブログ公開中　http://termeszetszereto.blogspot.com/　ぜひご覧ください。

ランチにパスタを作りました

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
元
企
業
を
紹
介

全
て
は
挑
戦
か
ら
。
エ
コ
ボ
ト
ル
を
全
国
へ

鹿
角
の
企
業

鹿
角
の
企
業  

い
い
ね
！

い
い
ね
！

　
平
成
3
年
に
設
立
し
、
来
年
で
30
周

年
を
迎
え
ま
す
。
自
動
車
な
ど
の
半
導

体
計
測
機
器
製
造
か
ら
始
ま
り
、
板
金

の
設
計
・
加
工
・
塗
装
・
組
立
と
一
連

の
作
業
を
自
社
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
遺
影
写
真
の
製
作
な
ど
の
写
真
加

工
業
務
や
介
護
施
設
の
運
営
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
に
視
野
を
広
げ
業
務
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
何
事
に
も
挑
戦
す

る
こ
と
が
強
み
で
あ
り
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

代
表
取
締
役 

鈴す
ず
き木 

国く
に
よ
し芳
さ
ん

　
日
々
挑
戦
を
続
け
る
中
、
現
在
、
新

た
に
始
め
た
の
が
エ
コ
ボ
ト
ル
の
販
売

で
す
。
6
時
間
の
保
温
・
保
冷
、
さ
ら

に
炭
酸
も
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
優
れ
も

の
で
す
。
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、
大
手
自

動
車
会
社
や
大
型
雑
貨
店
な
ど
か
ら
契

約
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
一
本
。

　
鹿
角
か
ら
全
国
へ
発
信
す
る
可
能
性

は
無
限
大
で
す
。
何
事
に
も
挑
戦
を
続

け
る
わ
が
社
で
す
。

会社概要

代表からウチの会社のここがスゴイ！ウチの会社のここがスゴイ！

中西 代志子さん中西 代志子さん

❖所在地　花輪字新川原48-7
❖設　立　平成3年　
❖代表者　鈴木�国芳
❖連絡先　☎30-2212

代表取締役
鈴木 国芳さん

有
限
会
社 

リ
ン
テ
ッ
ク

世
界

遺
産

世界遺産登録に向けて 問 大湯ストーンサークル館　☎ 37-3822

大
湯
環
状
列
石
を
Ｐ
Ｒ
す
る
取
り
組
み

大
湯
環
状
列
石
を
Ｐ
Ｒ
す
る
取
り
組
み

　
大
湯
環
状
列
石
に
お
け
る
遺
跡
の
公

　
大
湯
環
状
列
石
に
お
け
る
遺
跡
の
公

開
に
あ
た
っ
て
は
、
石
の
遺
跡
そ
の
も

開
に
あ
た
っ
て
は
、
石
の
遺
跡
そ
の
も

の
を
生
か
し
、
発
掘
さ
れ
た
ま
ま
の
も

の
を
生
か
し
、
発
掘
さ
れ
た
ま
ま
の
も

の
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

の
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
遺
跡
周
辺
に
つ
い
て
は
、
縄

　
ま
た
、
遺
跡
周
辺
に
つ
い
て
は
、
縄

文
時
代
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

文
時
代
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
、
周
辺
の
建
物
を
も
と
に
復
元
を

に
、
周
辺
の
建
物
を
も
と
に
復
元
を

行
っ
た
ほ
か
、
展
示
に
あ
た
っ
て
は

行
っ
た
ほ
か
、
展
示
に
あ
た
っ
て
は

「
現
代
の
も
の
」
を
極
力
置
か
な
い
よ

「
現
代
の
も
の
」
を
極
力
置
か
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
遺
跡

う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
遺
跡

周
辺
に
は
解
説
板
な
ど
も
設
置
し
て
い

周
辺
に
は
解
説
板
な
ど
も
設
置
し
て
い

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

　
遺
跡
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
で
あ
る
大

　
遺
跡
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
で
あ
る
大

湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館
で
は
、
遺
跡

湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館
で
は
、
遺
跡

の
歴
史
的
な
背
景
や
出
土
品
、
発
掘
の

の
歴
史
的
な
背
景
や
出
土
品
、
発
掘
の

様
子
な
ど
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

様
子
な
ど
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
大
湯
Ｓ
Ｃ
の
会
の
史
跡
ガ
イ
ド

さ
ら
に
大
湯
Ｓ
Ｃ
の
会
の
史
跡
ガ
イ
ド

に
よ
る
遺
跡
・
展
示
の
案
内
も
行
っ
て

に
よ
る
遺
跡
・
展
示
の
案
内
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

大
湯
環
状
列
石
の
最
新
情
報
は
市

　

大
湯
環
状
列
石
の
最
新
情
報
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー

ク
ル
館
の
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
ツ
イ
ッ

ク
ル
館
の
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

タ
ー
で
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

環状列石と桜

大
湯
環
状
列
石

大
湯
環
状
列
石

～
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
～

～
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
～

　
口
が
小
さ
く
飲
み
や
す
い
。
み
ん
な
で

　
口
が
小
さ
く
飲
み
や
す
い
。
み
ん
な
で

エ
コ
し
ま
し
ょ
う
。
エ
コ
ボ
ト
ル
を
リ
ン

エ
コ
し
ま
し
ょ
う
。
エ
コ
ボ
ト
ル
を
リ
ン

テ
ッ
ク
か
ら
全
国
に
。

テ
ッ
ク
か
ら
全
国
に
。

こ
の
活
動
は
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
自
治
会
を

活
気
づ
け
よ
う
と
集
落
支
援
員
活
動
事

業
と
市
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
こ
の

広
場
に
気
軽
に
集
ま
っ
て
交
流
で
き
る

よ
う
東あ

ず
ま
や屋

を
設
置
し
た
ほ
か
、
桜
の
木

の
剪
定
を
行
う
な
ど
し
て
交
流
の
拠
点

と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。
毎
月
開
催
し

て
い
る
生
き
活
き
サ
ロ
ン
の
参
加
者
が

東
屋
で
談
笑
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
、
活
気
が
戻
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
来
年
に
は
剪
定
し

た
桜
が
見
ご
た
え
の
あ
る
桜
並
木
に
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
集
落
外
の
方
に
も

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
交
流
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
自
治
会
の
運
営
に
は
住
ん
で
い
る
人

た
ち
が
同
じ
想
い
を
持
つ
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
誰
も
が
協
力
し

合
い
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
自
治
会
を
目

指
し
て
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
甚
兵
エ
川
原
自
治
会
は
鹿
角
市
の
最

北
西
部
に
位
置
し
、
自
治
会
内
に
は
環

境
衛
生
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
そ
ば
に
あ
る

広
場
は
、
自
治
会
で
草
刈
り
を
年
４
回

行
っ
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
草
刈

り
を
続
け
て
き
た
こ
と
で
、
今
で
は
立

派
な
芝
生
の
よ
う
に
な
り
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
の
練
習
に
集
落
外
か
ら
も
多
く
の

人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
、
こ
の

広
場
で
野
球
や
自
治
会
運
動
会
を
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
自
治
会

の
世
帯
数
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
よ
り

住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
す
る
自
治
会

おらほの自治会 甚兵エ川原自治会（十和田毛馬内）

下川原 永治さん

甚兵エ川原自治会　
会長　

Eiji Shimokawara

◉市役所

甚兵エ川原自治会
29 世帯
約 80 人

問 市民共動課
　 共動推進班
　 ☎ 30-0202

東屋で談笑する方々

　ツイッター (@oyusc_jomon) では、
遺跡の日常の風景や日々のできごとなど
を随時発信しています。
　こちらからご覧ください。
https://twitter.com/oyusc_jomon/
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6 月の行事予定（在宅当番医）
カ
レ
ン
ダ
ー
下
部
「
在
宅
当
番
医
」
の
診
察
時
間
：
月
曜
か
ら
金
曜
は
17
時
～
20
時
、
土
曜
は
14
時
～
17
時
、
日
曜
祝
日
は
８
時
30
分
～
17
時

※
か
づ
の
厚
生
病
院
の
入
り
口
は
「
救
急
入
口
」
に
な
り
ま
す
。

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday
１ ２ ３ ４ ５ ６

鹿角中央病院
☎ 23-4131

笹村整形外科
☎ 30-0035

本田医院
☎ 35-3002

三ヶ田医院
☎ 31-1231

いけがみクリニック
☎ 30-0111

大湯リハビリ病院
☎ 37－3511

７ ８ ９ 10 11 12 13

小坂町診療所
☎29-5500

福永医院
☎ 35-3117

大里医院
☎ 22-1251

長橋医院
☎ 23-7612

三ヶ田医院
☎ 31-1231

いけがみクリニック
☎ 30-0111

小坂町診療所
☎29-5500

14 15 16 17 18 19 20

かづの厚生病院
☎ 23-2111

大里医院
☎ 22-1251

笹村整形外科
☎ 30-0035

福永医院
☎ 35-3117

鹿角中央病院
☎ 23-4131

大湯リハビリ病院
☎ 37－3511

本田医院
☎ 35-3002

21 22 23 24 25 26 27

長橋医院
☎ 23-7612

大里医院
☎ 22-1251

なかのクリニック
☎ 22-7335

三ヶ田医院
☎ 31-1231

いけがみクリニック
☎ 30-0111

小坂町診療所
☎29-5500

笹村整形外科
☎ 30-0035

28 29 30

かづの厚生病院
☎ 23-2111

福永医院
☎ 35-3117

大湯リハビリ病院
☎ 37－3511

外は雨、家読書。今月の新刊。今月の新刊。

　子どもの「作って」に
答える、工夫と愛情と
ユーモアたっぷりの工作
本。完成品を手にした子
どもの満足気な表情が、
かわいらしいです。（花
輪）

　音を目で楽しむことが
できる絵本です。美しく
カラフルな絵を通して、
音の世界が広がります。
姉妹本の『目で見てかん
じて』もぜひ手に取って、
見るを感じてみませんか。
（花輪）

　おにぎりやスイーツな
ど、コンビニのヒット商
品作りの舞台裏を取材。
その誕生秘話と進化の秘
密を探った一冊。（十和
田）

　東日本大震災後、「も
のづくり」を通して立ち
上がった方々の取り組み
を紹介。全てを失いゼロ
からの出発の中で、選び
取った働き方や姿勢を取
材した 1冊。（十和田）

なんとかする工作
青木 亮作　著（玄光社）

うるさく,しずかに,ひそひそと
ロマナ･ロマニーシン　著／アンドリー･レシ
ヴ　著／広松 由希子　訳（河出書房新社）

コンビニおいしい進化史
吉岡 秀子　著（平凡社）

復興から自立への「ものづくり」
飛田 恵美子　著（小学館）

黄色い「かづの号」が走る
≪今月の移動図書館巡回日≫
○八幡平コース
6月 2日火・16日火・30日火
○花輪コース
6月 4日木・18日木
○尾去沢コース
6 月 5 日金・19 日金
○毛馬内コース
6 月 9 日火・23 日火
○大湯①コース
6 月 11 日木・25 日木
○大湯②コース
6月 12日金・26日金

問 問 花輪図書館（コモッセ内）☎23花輪図書館（コモッセ内）☎23－－44714471
十和田図書館 ☎35十和田図書館 ☎35－－32393239

人口と世帯（令和２年 4 月末現在）

男性：14,240 人

合計：30,157 人
（12,910 世帯）

女性：15,917 人

シル
バーリハビリ体操シル
バーリハビリ体操

住民
主体型

介護予防　みんなで広めよう

　道具を使わず、いつでも、どこでも、ひと
りでもできる介護予防体操・シルバーリハビ
リ体操を紹介します。

問 あんしん長寿課 
    介護予防班
　 ☎ 30-0103

モ
デ
ル
： 

阿
部 

加
世
子
さ
ん

（
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

2
級
指
導
士
）

手
順

●
足
を
肩
幅
に
開
き
、
椅
子
の

背
も
た
れ
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど

に
手
を
つ
き
ま
す
。

●
両
足
で
つ
ま
先
立
ち
に
な
る

よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
か
か
と

を
上
げ
ま
す
。

●
数
秒
間
保
持
し
て
か
ら
、

ゆ
っ
く
り
か
か
と
を
下
ろ
し

ま
す
。

●
こ
れ
を
数
回
繰
り
返
し
ま
す
。

・かかとを上げる際は、
真上に伸び上がるイ
メージで行いましょ
う！

・かかとを下ろす際は、
ゆっくり下ろすとよ
り効果的です！

下腿三頭筋下腿三頭筋
　ふくらはぎの筋肉で、
つま先で踏んばる働きや
血流にも大きな影響を与
える筋肉です。

ここがポイントここがポイント
下
腿
三
頭
筋
の
強
化
、
脚
の
血

流
改
善

つ
ま
先
立
ち

①
ご
み
袋
は
し
っ
か
り
縛
っ
て
封

を
し
ま
し
ょ
う
！
（
収
集
時
に
運

び
や
す
く
な
り
ま
す
）

②
ご
み
袋
の
空
気
を
抜
い
て
出
し

ま
し
ょ
う
！
（
収
集
車
内
で
の
破

裂
を
防
ぎ
ま
す
）

③
生
ご
み
は
水
切
り
を
し
ま
し
ょ

う
！
（
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
）

④
普
段
か
ら
ご
み
の
減
量
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
！
（
食
品
ロ
ス
を
防

ぐ
な
ど
、
ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と

も
大
切
で
す
）

　
以
上
の
４
つ
の
点
に
気
を
付
け

て
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
ご
家
族
に
と
っ
て
も
、
ご
み

を
収
集
・
処
理
す
る
作
業
員
に

と
っ
て
も
、
ご
み
の
円
滑
・
安
全

な
収
集
・
処
理
を
行
う
上
で
大
切

な
行
動
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ECO＆ LIFE

ECO
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

予
防
対
策
を
心
が
け
た
ご
み
の
出
し
方

問問 市民共動課 環境生活班 ☎ 30-0224

快
適
な
暮
ら
し
の
情
報

参加することが介護予防につながります。
まずは月1回から参加してみませんか。

今月のシルリハ体操教室
日にち 場所 時間

1日🈷、18 日木 尾去沢市民センター

13 時 30 分～
14 時 30 分

4 日木、18 日木 福祉保健センター

5 日金 大湯温泉保養センター 
湯都里

9 日火、23 日火 十和田市民センター
11日木、25 日木 八幡平市民センター

直接❷ ❸❶

市議会 6 月定例会
▶日程　5 月 29 日金本会議（開会）、6 月 8 日🈷一般質問、
6 月 10 日水～ 11 日木常任委員会、6 月 18 日木本会議（閉会）
※都合により変更になる場合があります。
問 議会事務局 ☎ 30-0280

テレフォン病院 24 をご利用ください。
医師・看護師などが、健康や介護に関する相
談をお聞きします。　☎ 0120-959-783

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■無料相続・登記相談

■無料弁護士相談

■無料弁護士相談■無料総合相談

■シルリハ体操教室
十和田市民センター

■シルリハ体操教室
十和田市民センター

■シルリハ体操教室
尾去沢市民センター

■シルリハ体操教室
福祉保健センター

■シルリハ体操教室
湯都里

■シルリハ体操教室
尾去沢市民センター
福祉保健センター

■シルリハ体操教室
八幡平市民センター

■シルリハ体操教室
八幡平市民センター
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広告掲載のお問い合わせ 政策企画課 ☎30－0205
◉広報かづの今月号の印刷経費は１部28円です
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冊
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環
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配
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、

再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ライファかづの

お気軽に
ご相談ください。

 田県農業共済組合

 1 8 - 8 2 5 - 7 3 1 1   

北　鹿　支　所

0186 - 2 3 - 7 4 0 1

大 館 市 立 寄 所

 1 8 6 - 4 9 -  5 8 1

 田県の農業を応援します

は 入保険 入保険

収入保険は、あらゆる収入減少を補償します

病気やケガ

による収入

減少

新型コロナウイ
ルスの感染拡大
による収入減少

自然災害

による収入

減少

 無利子”の　　　　　　 を用意しています。

資材費や人件費の支払い、借入金の返済も心配

せずに、安心して営農継続ができます。

つなぎ融資

 マートフォンで　

アクセ ▶

 込期限：令和2年11月30日

広告


